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定量的評価の点で改良されたフラクレット TM を用いた。SBP の低周波（0.04-0.15 Hz）成分（SBP-LF）、心電図
の RR 間隔の高周波（0.15-2.00 Hz）成分（RR-HF）をそれぞれ交感神経活性、副交感神経活性を代表する指標とし
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RR-HF（R2＝0.943、P＜0.0001）、SBP-LF（R2＝0.935、P＜0.0001）ともに強い相関を示した。従来の報告同様、
起立前後５分毎の比較で SBP-LF の上昇と RR-HF の低下が認められたが、ウエーブレット解析を用いた周波数解析
法により、これらの変化はヘッドアップチルト開始後少なくとも 40 秒以内に観察された。RR-HF の低下と SBP-LF
の上昇は高血圧患者よりも正常血圧者、高齢者よりも非高齢者でその傾向は顕著であった。加齢の要素はチルト直後


















図 RR 間隔の高周波成分をそれぞれ交感神経活性、副交感神経活性の指標とし、起立負荷前後と起立後 40 秒毎に２
分間での活性の変化と圧受容体反射感受性の変化を検討した。起立負荷開始直後 40 秒以内に自律神経活性の変化が
確認されたが、この変化は正常血圧者よりも高血圧患者、非高齢者よりも高齢者でその変化が減弱していた。以上、
高血圧患者や高齢者における起立時の自律神経反射の遅延を、非侵襲的にかつ優れた時間分解能をもって明らかにし
たこと、さらには本法の臨床応用における解析精度と有用性を明らかにしたことから本論文は学位の授与に値すると
考える。 
